



























（動詞、形容詞）＋底＋名詞」である。次は最初の 2 例をとりあげる。 
①崔湜之为中书令，河东公张嘉贞为舍人，湜轻之，常呼为“张底”。后曾
商量数事，意皆出人右，湜惊美久之，谓同官曰“知无？张底乃我辈一般人，












が全部で 14 例現れる。次はこの 14 例を全部とりあげる。 
③弟一且道上头底，弟二更道东头底，弟三更道西头底。（『不知名变文』） 








    闲闲夏泰礼贫道，欲说当本修底因。（『目连变文』） 
    佛把诸人修底行，校量多少唱看看。（『妙法莲华经讲经文』） 
    惟愿世尊愍四众，解说昨夜见底光。…汝等昨夜见底光，非是释梵四天
王。（『频婆娑罗王后宫彩女公德意供养塔生天因缘变』） 
    我等摆头嫌底事，他家心愿不忙惊。（『妙法莲华经讲经文』） 
    酬报因中行底行，故教作用满三千。（『妙法莲华经讲经文』） 
    已满今生发底愿，并无魔难及诸灾。（『维摩诘经讲经文』） 






















以上 4 例は「動詞（動詞連語）＋底＋名詞」の構造である。 
⑨有个人家儿子，问著无有道不得底。（卷五『云岩和尚』） 
  乞眼睛底是眼不？（卷五『云岩和尚』） 
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洞山问：“ 阇梨名什摩？”对曰：“玄机。”“作摩生是玄底机？”（卷九『龙
牙和尚』） 




















  ⑭若如此看，只是理会文义，不见得他深长底意味。（『朱子语类』） 











  ⑲凡读书，先须晓得他底言词了，然后看其说于理当否。（『朱子语类』） 
  ⑳别人底事，便说不关我事。（『朱子语类』） 




















  ○33此是甚底心？浑然是个天理。（『朱子语类』） 
  ○34前日上殿，有个生得貌寝，是言此。忘了甚底官人，论议甚好。（『朱子
语类』） 
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  ○35孟子是甚么底资质，甚么底力量！（『朱子语类』） 
















  ○42我这里今年夏里天旱了，秋里水涝了，田禾不收的。（『老乞大』） 
  ○43这孩儿亭亭的么？恰学立的，腰儿软，休弄他。（『朴通事』） 
  ○44他不曾开铺的。（『朴通事』） 















































  ②群众的力量（大衆の力） 
 ③牛皮纸的信封（ハトロン紙の封筒） 
 以上 3 例は「名詞＋的＋中心語」の構造である。 
 ④旋转的木马（回転する木馬） 
  ⑤走的人（歩く人） 
 ⑥研究的问题（研究する問題） 











  ⑮关于地震的知识（地震に関する知識） 
 ⑯下车的地点（下車する所） 
⑰我在北京的时候（私は北京にいたとき） 






 以上 3 例は「代名詞＋的＋中心語」の用例である。 
 ○21无产阶级的政党（プロレタリアの政党） 
  ○22中国的领土（中国の領土） 
○23应该重视群众的意见。（大衆の意見を重視すべきである。） 

















 （「的」は「他」を強調する）  
○28找我的麻烦（私に面倒をかける） 
 （「的」は「我」を強調する） 
  ○29别生我的气（私に腹をたてないでください） 
 （「的」は「我」を強調する） 








 以上 2 例は「代名詞＋的」の構造である。 







































































 ○57这间房子是五米的三米，合十五平方米。（この部屋の大きさは 3 メート























































































































































  ○82那个骑车来的（あの自転車で来たもの） 
 ○83最小/的（一番小さいもの）→最/小 的 ではない 
  ↑__∣（修飾）         ↑__∣（修飾） 
  ○84不看戏/的（芝居を見ないもの）→不/看戏的 ではない 
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  ○86挑洗干净的（洗って綺麗にしたのを選ぶ）―賓語（目的語） 






  ○89白的纸（白い紙）―「紙」がなくても「紙」を指ししめせる。 
















































































































 用法からみると、「的」は最初の連体修飾と準体助詞の 2 つの機能から、
現代中国語の副詞の後置成分、状態詞の後置成分と助詞（朱德熙氏の『現
代漢語語法研究』（1980 年）によると帰納された）の 3 つの機能に発展し
た。 
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